
症例 ID：001-20-IR2

小児期からの症状とリバウンドを経て面影がなくなった成人アトピーの経過
（29 歳男性）

症例 ID：001-20-IR2　　｜　記録日：2017 年 3 月 3 日
1. 診断・治療前経過
小学校 1 年頃にお尻の症状からアトピーとの経過が始まり、学年を重ねるごとに悪化しました。夜間は無意識に掻き
むしり、手袋の指先が血で染まることもありました。
ステロイドやアルカリイオン水など、さまざまな治療を試しましたが、良くなる気配がありませんでした。
2. ステロイド使用歴

項目 内容
使用内容 来院前にステロイド使用歴があります。
製品名 不明です。
強度 不明です。
使用期間 小児期から来院前まで使用歴があります。
中止時期 松本医院で漢方風呂、飲み薬、塗り薬の治療へ移行しました。
来院前／後 来院前に使用歴があります。来院後の使用は不明です。

3. 治療開始後の経過（リバウンドを含む）
時期 治療開始から 経過
小学校 1 年頃 来院前 お尻に症状が出始め、学年とともに悪化しました。
小中学生期 来院前ピーク 夜間に無意識に掻きむしり、手袋の指先が血で染まるほどでし

た。
松本医院受診後 治療開始 漢方風呂、飲み薬、塗り薬による治療を開始しました。
治療経過中 リバウンド期 強いリバウンドがあったとされていますが、本人の記憶は限ら

れています。
中学 2 年頃 経過後 皮膚状態はきれいになりました。
現在 経過後 時々症状が出ることはありますが、アトピーの面影はみられな

い状態になりました。

4. ピーク時期
ピークは、小中学生期に夜間の掻破が強く、手袋が血で染まるほどだった時期です。
5. 困りごと
・夜間の掻破が強く、睡眠中の皮膚損傷がありました。
・多くの治療を試しても状態が変わらない負担がありました。
6. 検査値・写真・画像　※治療前後の比較ではなく、経過中にみられた症状や検査値の記録として掲載しています。
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経過中の画像・グラフ記録。 経過中の画像・グラフ記録。

経過中の画像・グラフ記録。 経過中の画像・グラフ記録。

経過中の画像・グラフ記録。 経過中の画像・グラフ記録。

7. 経過のまとめ
小学校 1 年頃から症状が始まり、学年を重ねるごとに悪化しました。松本医院で漢方風呂、飲み薬、塗り薬による治
療を行い、強いリバウンドを経ました。
中学 2 年頃には皮膚状態がきれいになり、現在は時々症状が出ることはあるものの、アトピーの面影はみられない状
態です。

本ページは、患者さんの経過を時系列で整理したものです。
症状や経過には個人差があり、同様の経過や結果を保証するものではありません。
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